
Nagoya University

NII-Electronic Library Service

Nagoya 　UnlverSlty

モ ン ゴ ル ・ フ ブ ス グル 湖 堆積物 の AMsi4C 年代測定

尾 田武文
1＞

、 堀内・一穂
2）、毛涯達哉

3）
、 中村俊夫

1）
、 河合崇欣

4）

1） 名古屋大学年代測定総合研究セ ンタ
ー
　〒464−0814　名古屋市千種区不老町

2）
弘前大学理 工 学部地球環境 学科　〒036−8560　弘前市文京町 1番地

3＞
東北大学理学部地 圏環境科学科　〒98e−8578　仙台市青葉区荒巻字青葉

4）
名古屋大学大学院環境学研 究科　〒 464 −8601 名古屋 市千種区不老町 1

　 は じ め に

　ユ ー ラ シア 大陸内陸部環境変動の 解明を 目的 と したバ イカ ル ドリリン グプロ ジ ェ ク ト

（BDP ） に よ り、 1990 年代にバ イカル 湖か ら幾本もの 長深度堆積物コ ア試料が掘削され

て い る （Ba量kal　Drilling　Pr（）ject　93　Working　Group， 1995；Baikal　Drilling　Pr（）ject　Group
，
1998；

Baikal　Drilling　Pr（）ject　Group，2000 等）。 そ して 、そ の試 料の堆積学的 、 年代学的 、 古生物

学的、地球化学的な諸研究か ら、後期第三 紀以降のバ イ カル 湖集水域 の ダイナ ミ ッ クな環

境変動発達史の 復元が行われ て きた 。

　 近年 BDP は 、 バ イカル 湖集水域環境変動史 の 更な る詳細な 動的性質を明らかに す るた

め 、 こ の 集水域 の
一

部で あ りか つ バ イ カル 湖に比 べ 蓬か に小 さい 湖 沼集水 域で の 環境変動

史 を解明する と い う新た な 展開を見せ 始め て い る 。 こ の 展 開の 中で モ ンゴル最北部 に位置

す るバ イカル湖集水域第二 の 湖 ・フ ブス グル湖で 掘削 された堆積 物 コ ア試 料の 研究が開始

されて い る。 まずこの 湖の 表層堆積物 に関す る基礎的研究 の ため 、 幾つ かの 短い コ ア試料

が採取 され解析 されて きた。 こ れ ら研 究で得 られ た最終 氷期以降の 堆積物で は 、湖内珪藻

生産 力変動 の 指標 と して 説 明 され る粘土質珪 藻 質 の 特徴 的な岩相変化が観察され 、 こ れ

はバ イカ ル湖堆積物 と同様 に世界規模 で の 気候変 動の 反映 と考 え られ て い る （堀 内　他、

2002）。 ま た バ イカル 湖 と異な り、 フ ブス グル湖 堆積物の 粘土質層は 炭酸塩 を多 く含 み 、

その 中か ら貝形虫化 石が多 く産 出す る （Fedotov　et 　al ．， 20GO）。 こ の よ うな フ ブス グル湖堆

積物で の 年代層序の 構築は、 フ ブス グル湖集水域で の 第四紀環境変動 を探 る上で 必須 の 情

報とな る 。 また 、バ イカル 湖 との 堆積物岩相変化の時 間的差異を知 る こ とは 、 こ れ らス ケ

ール の 違う集水域で の 環境変動シス テ ム の 比較の 上で きわめて 重要な要素 となる 。

　 本研究で は 2001 年 8 月、こ の モ ン ゴル 、フ ブス グル 湖で 採集 した 6 本の コ ア試料 （X103 、

XIO4 、　 X105 、　 X106 、　 XIO7 、　 X108 ：試料長 1．2−1．4m ） を用 い 、 こ れ らコ ア試料堆積物 中の

全有機炭素お よ び木片に つ い て 、AMS 「4C
年代測定 を行 っ た 。 また 、得 られ た年代値 と岩

相層序 の 対比か ら 、 世界規模 で の 気候 変動 と フ ブス グル 湖集水域 で の 環境変動 との 関係を

考察 した 。
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Fig. 1Locality  map  for the drilling core  sites.

Fig.2 Wood  fragments at 3 cm  depth of  XI03  core(A)  and

at  30 cm  depth of  Xle5 as) from Lake  Khubsugul.
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　 フ ブ ス グル 湖

　世 界最大の 淡水湖 と知 られ るバ イ カル 湖 、そ の 集水域 最大 の 河川 で あ るセ レ ンガ川 源

流域に モ ン ゴル 最大の 湖 ・フブス グル湖 は位置する （Fig。1）。 バ イカル リフ トゾー
ンの

一

角を占める こ の 地溝湖は、サヤ ン山脈 の 懐 深 く に佇み 、そ の 湖面標 高は 1，645m 、 バ イ カ

ル 湖 に比 して 1200m ほ ど高所に位置す る 。 湖内水量は 383km3 あり、 これ はバイカル湖 に

比べ 約 1160 と遙か に 小さ い 。 周辺 植生は、フ ブス グル 湖西岸域 で高 山性山岳タイガ、 フ

ブス グル湖東岸域 で は山岳 ツ ン ドラお よび山岳 タイガ 、 また フ ブス グル 湖 南岸域で は 山岳

ス テ ッ プが発達す る 。

　試料

　コ ア試料採取に 際し 、 フ ブス グル 湖の 水深 200m 以深の 範囲で広範に 6 点 の 採取 地点

（X103 、　 XIO4 、　X105、　XlO6 、
　 X107 、

　 X108 ）を選択 した （Fig．1）。 使用 した コ ア試料の

採取地点 、 水深 （コ ア試料採取時 に湖水中に投下 した ワイヤ
ー

の 長さで 代用）お よび試料

長 は Table　l に記す。 これ らコ ア の 岩相 は 、最上位 に数 cm 厚 の 暗茶色の 酸化層 、 そ の 下

位がオ リ
ー ブブ ラッ クの 珪藻質泥層 とな る 。 珪藻質泥 の下位 は明瞭な岩相境界を介 して 石

灰質 シル ト層 とな り 、 ここで は数 mm 厚 の ラミ ナが発達する 。 最下層は レ ンズ状の 砂層を

挟在する 、 黒 色とオ リー ブ灰色の 石灰質か つ 粘土 質の シル ト互 層で ある 。 上述の岩相はほ

ぼどの コ アに も観察され 、Fig．3 の よ うによ く層序対比がで きる （堀内　他、 2002）。

Tab亘e　l　 Core　site 　locations．

Core　sites Latitude Longitude Wire　length　　 Core　length

XIOIX103XIO4XIOsX106

× 107

× 108

51005 ．065骨N

50 ° 53，18α N

50 °

　56．114「 N

50
°

57、3921N

50
°

　53，018’N

51
°

　11．526「N

51
°

　夏7．060 ， N

100
° 29．IO1「 E

100
°

　27．837E

100
°

26．938， E

loo
°

　20．855「 E

lOO°

　21．371 ，
　E

100 ° 24．990「E

正00
°

　25，924TE

215m220m238m248

　m236m228m224m

150cmll8cm140cmIllcm130cml34

　cm138cm

　測 定

　本研究の
14C

年代測定で 用 い た試料炭素は、2 点の 木片 （Fig。2）お よび各コ アで 15−20cm

毎に採取 した層厚 1．5−2．5cm の 堆積物 （全 30層準）中に含まれ る全有機炭素で ある 。

　試料の 化学処理 法は以 下の 通 りで ある。木片に つ い て は 汚 染除去 の
一

般 的な方 法で あ
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る塩 酸 （1．2N ）、 水酸化 ナ トリウム （1．2N ）、 塩酸 （1．2N）処理 を行 っ た。そ の 他の堆積物

試料に つ いて は 、炭酸塩除去の た め塩酸 の みで 処理 した 。 これ は 、 これ ら堆積物に含まれ

る有機炭素量が 0．17−7．3％ と極端 に少な い た め 、 ア ルカ リ処 理 によ りフ ミ ン等 を除 去した

場合 、測定の た め の 十分な 炭素量 を確保で きな い か らで ある 。 堆積物試料処理 の 際、試料

中の炭酸塩が完全 に 除去され るよ う 、 処 理用塩酸 は
一

日お きに交換 し、 この操作を 5 な い

し 8 回程度繰 り替え した 。 こ の ように薬 品処理 を行 っ た試 料 は蒸留水で十分洗浄 した後、

オーブ ン （CO℃）で 乾燥 した 。

　 こ の乾燥試料を 二 酸化銅 と ともにバ イ コ
ー

ル管 の 中に封 入 し真空 引き した 上 で 、電気

炉にて 加熱 （850℃で 4 時間）して二 酸化炭 素 を発 生させ た 。 こ の とき発生 した ガス か ら 、

真空 ライ ン内で 2 つ の 冷媒 （−100℃ の エ タ ノ
ー

ル と一129℃ の n一ペ ンタ ン） を用 いて 水分お

よ び硫化物 を取 り除き 、 二 酸化炭素を精製 した。 こ の 行程の 途中、二 酸化炭素の 分圧 を定

容積真空ライ ン 内の トラ ンス デ ュ
ーサー を用 い て 測定 し、 これ か ら薬品処理後 の 試料の 炭

素含有量 を計算 した 。 そ の 後 、 精製 した二 酸化炭素は、水素ガス お よ び鉄触媒 （試料中の

炭 素 と同量 ；きわめ て 微量） と共にバ イ コ ール 管 に封入 した。 この 管内の 鉄触媒 を電気 炉

（650℃ で 6 時間）で 局部加熱す る こ とで 、試料二 酸化炭素 を グラ フ ァ イ トに還元 した 。

こ の グラフ ァ イ トをア ル ミ製ホル ダに圧 封 したも の を 、 名古屋 大学所管の 加速器質量分 析

計 に装填 し 、 測定 試料の
14C

年代測定 を行 っ た。　 Table　2の
14C

年代測定値は 、 こ の 質量分

析 計で 同時 に測定 した δ　
t3C

値 に基づ き 同位体分別効果を補正 した値で ある （中村 、 2003）。

　結果

　 金有機炭素で の
1
℃ 年代は最表層で 685 〜 12，244BP 、 ま た最下層で は ほ ぼ約 23，000　BP

の 値が 得 られ た （Table　2 、　 Fig．3）。 また 、 全有機炭素 の み で の
孟4C

年代層序の 逆転は認 め

られ なか っ た 。 以下に 各コ ア の
14C

年代 層序の 詳細 を述 べ る 。

　 XlO3 コ アで は全 7 層準で 全有機炭 素
！4C

年代測定 を行 っ た 。 コ ア最上 部 の
正

℃ 年代値は

2
，
483± 28BP で あ り 、 こ の 値は他の コ ア （X104 、

　 X105 、
　 XlO6 ）に比べ 若干 古い値 を示す 。

また 、 コ ア最下部で の
且4C

年代値は 23
，
919± 82　BP で あ り、他の コ ア XIO4 、

　 XIO6 、
　 X107、

X108 と同等の 値を示す 。 こ の コ ア の 比較的上部にあた る 12．5−15cm の 層準で既 に 11
，
954

± 42BP を示す 。 こ の 全有機炭 素年 代 の 推定値 か らコ ア 上部 で の 堆積速度が 極めて遅 い こ

とが推察 され る。な お 、コ ア 深度 3cm にお い て木片が産出して お り （Fig．2A ）、 この
1
℃

年代値は 7 ，825±34BP で あ っ た 。

　 X104 コ ア で は全 8層準で全有機 炭素
且4C

年代測定 を行 っ た。 コ ア最上部 の
14C

年代値は

685± 27BP で あ り、　 X105 と XIO6 な どの 他の コ ア とほ ぼ同様の 値 を示す。 コ ア最下部で

の
14C

年代値は 22
，
549± 77　BP で ある 。

　 X105 コ ア で は全 5 層準 で全 有機炭素　
i4C

年代測定 を行 っ た。 コ ア 最上部の
14C

年代値は

838± 26BP 、 コ ア 最下部で の
14C

年代値は他の コ ア と比較 して やや新 しい 値 を示 し 18，
892
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Table  2 Conventional i"C
 ages  for wood  fragment and  total organic

carben  in the sediment  cores  drilled at  Lake  Khubsugul  in 2001.

Sample No. Material

          
g"C

 age  Carbon

Coredepth ± luerror* Content 6i3C Lab.code#

     (cm) (BP) (%) (M)
X103-1-1

XI03-1-3W

XI03-1-6

XI03-1-11

XI03-1-21

Xl(B-2-2

Xle3-2-12

XI03-2-18

TOCWFTOCTOCTOCTOCTOCTOC O.O - 2.5

      3.0

12.5 - 15.0

25.0 - 27,5

50.0 - 52.5

75.5 - 78,O

1oo.5 - tos.O

115.5 - ll8.0

2,482± rs

7,825±34

ll,954± 42

14,974± SO

18,618± 58

19,122±59

21,8g3± 70

23,919± 82

 1.64 -298

52.05 -25.1

2,69 -28.1

O.67 -28.6

O.36 -24,9

O.33 -26.2

O.21 r24,1

O.17 -21.0

NUTA2-6674

NurA2-6673

NUTA2-6261

NUTA2-6260

NUTA2-7042

NUTA2-7021

NUTA2-7022

NUTA2-6675

XI04-1-1

XI04-1-11

Xloo1-21

X104.1-31

X104-1-41

X!04-2-2

XI04-2-22

XI04-2-43

TOCTOCTOCTOCTOCTOCTOCTOC O,O - 1.5

15.0 - 16.5

30,O  - 31.5

45.0 - 46,5

60.0 - 61.S

75.3 . 76.8

1053  - 106.8

136.8 - 138.3

 os5±27

g,747± 36

12,911±46

15,957± 51

18,245± 56

19,951± 79

21,690± 70

22,549± 77

5.07 -28.5

6.09 -26.2

2.42 .31,O

O.71 -29,9

O.65 -25,5

O.29 -26,8

O.t7 -25,9

O.23 -22.0

NUTA2-6676

NUTA2-6677

NUTA2-6678

NUTA2-7023

NUTA2-7027

NUTA2-7028

NUTA2-7029

NUTA2-6679

XI05-1-1

XI05-1-11

X105-1-3Ow

XI05-1-21

XI05-1-28

XI05-2-13

TOCTOCWFTOCTOCTOCo.o25,O

50,O67.5101a5

- 2.5

- 27.5

  30.0
- 52.5

- 70.0

- 104.0

 838± 26

1O,954± 40

7,183± 33

13,967± 46

17,307±M

l8,892±58

6.21 -29.8

O.24 -315

38.00 -26.6

O.op -29,5

O.49 -27.9

O.38 -25.6

NUTA2-703l

NUTA2-7032

NUTA2-7030

NUTA2.7036

NUTA2-7037

NUTA2-7038

XI06-1-1

XI06-1-15

XI06-1-3S

XI06-i-49

XI06-2-16

XI06-2-37

TOCTOCTOCTOCTOCTOC O,O-  L5

21.0 - 22.5

51.0  - 52,S

72.0 - 73,O

95.5 . 97,e

127.0 - 128.5

 710 ± 32

4,865± 36

l2,192 ± 43

17,134± 61

19,312± 66

23,989± 87

7.30 -29,7

5,40 -27,2

3.05 -29,1

O.58 -24.1

O.40 -26.3

O.25  -23.8

NurA2-6043

NUTA2-6044

NUTA2-6262

NUTA2-6045

NUTA2-6263

NU'I'A2-6268

XI07-1-21

XI07-2.24

TOCTOC 50.0 - 52,O

130.5 - 133.0

10,207±38

22,661±81

5.48 -29.7 NUTA2-6269

O.32 -24.0 NUTA2-6264

XI08-1-1

XI08-2-26

TOCTOC  O.O - 2,5

133.5 - 136.0

12,244±53

21,415±67

O.28 -27.9 NUTA2-7039

O.30 -23.5 NUTA2-7040

')
 T112('`C)=5568 yr, corrected  for carbon  isotopic fra¢ tionation

TOC: total organic  carbon

WF: wood  fragment
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土 58BP で ある 。 な お 、 コ ア 深度 30cm におい て 木片が 産出 して お り （Fig．2B ）、 この
14C

年代値は 7
，
183± 33BP ある 。 こ れ は直 上 （コ ア深度 25−27．5cm ）の 全有機炭素

14C
年代（10，954

±40BP ） に比べ 新 しい 値で あ り 、 全 コ ア を通 じて こ の 部分 の み 年代層序の 逆転が観察 さ

れ る （Fig．3）。

　 X106 コ ア で は 全 6 層準で全有機炭素
14C

年代測定を行 っ た。 コ ア最 上部 の
14C

年代値は

710± 32BP 、最下部で の
mC

年代値は 23，989±87　BP で ある。

　 X107 コ ア で は 2 層準の み の 全有機炭素
’

℃ 年代測定を行 っ た。岩相層序にお ける珪藻

質泥 の 最下部付近で
14C

年代値は 10，207±38　BP で ある。 また コ ア最下部 で の
1
℃ 年代値

は 22，661± 81BP で ある 。

　 XlO8 コ アで は 2 層準の み の 全有機 炭 素　
i4C

年代測定 を行 っ た 。 コ ア最上 部の
14C

年代値

は 12
，
244± 53BP で あ り、 これ は他の どの コ アに比べ て も極端 に古い 値で ある 。 ま た コ ア

最下部 で の
14C

年代値は 21，415±67　BP で ある 。

　年代値 の 妥 当性

　 本研究 で は、全有機炭素で の
14C

年代測 定の 妥 当性 を検討す るため 、 コ ア X103 および

X105 にお い て 炭素の 起源の明か で ある木片の
14C

年代値と比較 した 。

　 XIO3 の コ ア 深度 3cm で 採取 した木片の
且4C

年代値は 7
，
825± 34　BP で あ っ た。 こ れ に対

して 直 上 の 深度 0−25cm （中央値 1．25cm ）で 採取 した 全有機炭素の
14C

年代値は 2 ，483± 28　BP

で ある 。 こ こで 、木片の
14C

年代値を真の 堆積年代 と し、か つ コ ア深度 Ocm を OBP と仮

定 しコ ア最上 SS　O−3cm の 堆積速度 を O．38cm！kyr を見積 もる と、 コ ア深度 1．25cm で の 真の

年代値 は 3，260BP と推定され る 。 こ れ は全有機炭素で の値に比 べ 820 年ほど古 い 値を示

す 。
こ の よ うな年代値の ズ レが起こ る原因につ い て 、 解釈 を 3 つ 挙げて お く 。 第

一 は 、双

方の
1
℃ 年代値が正 しい と して 、 古 い 木片が永久 凍士の 融解 な どで フ ブス グル湖湖底堆積

物 に再堆積 した と考 える。第二 は、木片 の
14C

年代値が真 の 堆 積年代と して 、堆積物中の

全有機炭素が湖底に存在 して い る と き間隙水 の 流動 に よ り 、 ある い は試料採取時に新 しい

炭素に汚 染され 、かつ 分析 段階 の 処理 に よ り有効な洗浄が行わ れ なか っ た こ とが考え られ

る 。 最後に 、 双 方の
14C

年代値が正 しい として X103 コ ア最上 部で 堆積速度の 変化が非常

に激 しい ため 、 単純な堆積 速度 の 計算か らで は正 確 な堆積年代の 見積 も りが不可能 と考え

る 。

　 一
方 、 X105 の コ ア深度 30cm で 採取 した木 片の

14C
年代値は 7 ，183±33　BP で あ っ た 。

こ れ に対 して 、直上 の コ ア深度 25−27．5cm （中央値 26．25cm ）で の全有機炭素
且4C

年代 は 10，
954

± 40BP 、直 下の コ ア 深度 50−525cm （中央値 51．25cm ）で の 全有機炭 素
i4C

年代は 13
，
967

± 46BP で あ る。この 全有機炭素
且4C

卑代か らコ ア深度 26．25−51．25cm の 堆積速度 8．3cm／kyr

を見積 もる と、 コ ア深度 30cm で 11
，
405 　BP とな る 。 木片 で の

14C
年代は こ の 推定年代に

比べ 4200年ほ ど新 しくな り 、 これは全有機炭 素
14C

年代値の 方 が新 しい コ ア XlO3 の 場合

一128一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Nagoya University

NII-Electronic Library Service

Nagoya 　University

．
の
O
』

09

一

5
◎ 
5
の

25

‘
M
【

O
昌
儒

臼
』

O
り駐
 
 

帽

n
孑
刷

の

亳
』

β
｝

唱
Og
咬

＝
驫

自
一

自
09

畠
謂
島
超
』

6の

蟹
弱
』

り

oD

 
．

。Ω

囹

一

⊆
Φ

F6

邸
と

OOO

≧
〜

　

○

匚

OD
」

弱
OO

τ
¢
O
」

O
一
90
咽
こ

：
詩

　
」

O
一

」

Φ
〉

邸一
〇

ε一
Ω

∈
邸
の

郡

婚
聡

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

Φ

≧
の
の

“ロ

Σ

O
Φ

罵
三

∈
邸

ス
EE

γ

＾
）

〉

コ
O
＝
←

O
Φ
一

邸
匚一
∈
邸一

（

∈
∈

尸

V
）

〉一
匚｝
ξ
ト

   ■

一

＝

の

〉
Φ
》
邸一
〇 ．
の
コ
O
Φ
」

邸
O一
〇

〇

　
　

　
　

　

図

O
コ

Eoo

コ
O
Φ
O
邸
尸

仁
O
飼

而一
∩層

嬲

一

の
コ
」

O
匚

Σ
「

Φ
」

（
住
m
）

Φ
O
僑

o 8
oor

一
88
則

8870

ト　
　レ
ヒレ　ロ　
に

し　
ゼ　し　
じ

“
吩

モ

司

霸
　

　
尸

。。

＆
煽

O
曽
F

　
　

　
　

　
　
あ

口
O圏
O
」
一

「一

　
ω
匿

《

　
　

　

ooO

尸

×

88W8n

貢
O

3UoQ

＝

　
　

　
　

　
　

》
OO
一
〇
‘一
「凹

　

の
＝

《

　
　
　

卜
O
γ

×

　

劉
dK

39

♀
尸

　

　
　

　
　

　
》
OO
■
O
」
呂
」

　

ω

＝
《

　

　

OOF

×

88
ロ

88
尸
O

刊

器

　

網

お
田

＄
OoO

噂

尸

　

　

　
　

　
　
》
OO
一
〇
＝
離
」

　

ω

＝
く

　

　

OO

，

×

h
お
田

器
90
＝

　
　

　
　

　

　
｝
OO

■
O
』
紹
」

　
oゆ
＝
く

　
　

寸
O
｝

×

＄
O
“

♀
F

　
　

　
　

　
　
＞
OO

喩
O
」
＝
」

　
切

詈
く

　
　

OOF

×

［

》
一129一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Nagoya University

NII-Electronic Library Service

Nagoya 　UnlverSlty

と逆の 結果 となる 。 こ の よ うな 結果に な る原因 につ い て 、

一
つ だけ解 釈を挙げて お く。 こ

の 層準で の 全有機炭素の 多 くが 湖内生物起源で あ り、 かつ そ の 湖 内生物が利用 して い た炭

素が湖底堆積物中の 石灰 分の溶解 、 あ る い は集水域か らもた らされ る石 灰岩 に 由来す る も

の が含まれ た場合、陸上植物の
14C

年代に 比べ 古 くな る可能性が ある。

　堆積年代 と岩相の 対比

　 以上 の よ うに フ ブス グル 湖 堆積物の 全有機炭素で の
隻
℃ 年代測定は い く らか の 閾題 を抱

える が、まず この全有機炭素で の
14C

年代測定が真 の堆積年代で ある こと を前提と して 堆

積年代 と岩相 との 対 比を行 う。 全有機炭素
1
℃ 年代か ら見 積も られ る フ ブス グル湖表層の

平均堆積速度は 約 6．5cm！kyr で ある 。 本研究で 扱うコ ア試料の 岩相は、 上部で 珪藻質泥、

下部で 炭酸塩 を含む粘土質シル トで あ り、 各コ ア ごと に岩相の 変化がよ く対比で き る 。 こ

の 岩相の変化は 、過去 23，000BP の フ ブス グル 湖湖内で の 珪藻生産力変動の 指標 と考え ら

れる 。 これ ら岩相の 境界は 、 こ の 層準の 上下 の 全有機炭素年代値お よび層厚の 関係か ら約

11，000−13，000BP （X104 の コ ア 深度 22。5cm で 10，261　BP 、
　 XlO5 の 42cm で 12，852　BP 、

　X106

の 45．5cm で 10
，
666　BP 、

　 XlO7 の 53cm で 10
，
515　BP 、　 XIO8 の 4cm で 12

，
433　BP ）と推定さ

れ 、 X103 コ ア（7cm で 6
，
839　BP ）を除い て ほ ぼ一一

定で ある 。

　 こ こで 、X103 コ ア採取地点の 近傍の XlO4 、
　 X105 、　 X106 地 点と比べ 珪藻生産力の 変化

が考 え られ るほどの 大きな地理的な隔離要素 は見 あた らない （Fig．1）。 また 、　 xlo3 上部 の

珪藻質泥 の 層厚 は他 の コ ア に比べ 極端 に薄 い 。 すなわ ち 、 X103 コ ア 上部で の 堆積速度が

他の コ ア に比べ 極端に遅 く正確な堆積速度が見積も りに くい た め 、 本来同時に起 こ っ た で

あろ う湖 内生産 力の 変化時期が誤 っ て 見積 もられた可能性が ある 。 この よ うに X103 コ ア

を除い て 考えた場合 、 フ ブス グル湖の 比較的北部で ある xlo7 、　 Xlo8 コ ア を含めすべ て の

コ アで ほ ぼ同 じ年代の 層準で 岩相変化が起 きて い る 。 これ は 、 フ ブス グル 湖全体で地理 的

差が無 く、珪藻生産力の 変化が ほ ぼ同時に起 こ っ た こ とを示 唆す る。 こ の こ とは 、 バ イカ

ル湖 な どに比べ れ ばそ れほ ど大 き くは な く、南北 にせ いぜい 約 160km の フ ブス グル湖の

規模 を考え れ ば、想像に難 くな い 。 また 、仮に全有機炭 素
14C

年代が真 の 堆積年代か らず

れて い た場合で も 、 全有機炭 素
14C

年代に お ける 系統的なズ レが生 じたた め 、 この 同時性

が保存され て きた の か も しれ な い 。

　 一一一Jtiで 、炭素の 起源が明かな木片の
1
℃ 年代値の み使い 、 こ の 岩相境界 の 年代値の 推定

を試 み る 。 こ こで は 全有機 炭素で の
14C

年代の 議論 と同様 、 コ ア 上 部で の 珪藻質泥層の 薄

さか ら生 じる堆積速度の 不安定性 を考慮 し 、 XIO3 コ アで の 木片年代は考察 しな い
。
　 XlO5

の 最表層 （コ ア深度 Ocm ） を OBP と仮定 し 、 かつ 木片年代 （コ ア深度 30cm で 7，183　BP ）

を真 とした時 の 堆積速度 4．lcm／kyrか らこ の 岩相境界 （コ ア深度 42cm ）の 年代値は 10，056　BP

と見積 もられ る 。 た だしこ の 場合 、 全有機炭素
14C

年代値で の 見積 もりと違い 、湖全体で

の 岩相層序 の 同時性は保証 されな い 。
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　 こ の よ うに 、 全有機炭素の み、或い は木片のみ の
14C

年代の どち ら を用 い て も若干 の 年

代差 （3 ，
000 年程度） こそ あれ珪藻質泥 と粘土質シ ル トと の境界の年代は 、完萩世初め の

全地球規模で の 温暖化嗣始 とほぼ一致する 。 この ことはバイカル 湖同様 、 フ ブス グル湖 の

珪藻生産 力が全地球規模で の気候変動 に敏感 に応答 して きた こ とを示唆する 。 こ こ で 、 湖

内珪藻生 産力を大 き く制御する環境要素は、温度条件と雷 うよ りむ しろ集水域か らもた ら

され る栄養塩の 供給量で あろ う と考え られ る。そ して 、 フ ブス グル 湖堆積 物 の 粘土質層層

準で の 花粉含有量 はそ の 上部 の 珪藻質層 に比べ 極端に 少な く （Fedotov　et 　al ．
，
2000）、 こ れ

か らバ イカル湖堆積物の 場合 と同様に集水域 で の ツ ン ドラ帯 の 植 生が復元 で きる 。 ツ ン ド

ラ帯で は永 久凍土 の 発達 に よ り集水域か らの 排水が十分 に行わ れ ず 、 そ の 結果 、 湖 へ の 栄

養塩の 供給 も制限され る こ とが予想さ れ る （尾 田　他 、 2002）。 つ ま り 、 フブス グル 湖堆

積物 の 岩相 変化は、そ の集水域で の 永久凍土 の 消長 を間接的 に表 してお り、 これ は全地球

規模で の 気候変動に密接に 関係 して い た と考え られ る 。

　 結論

　 フブス グル湖 で採取 した コ ア堆積物 （試料長 lm 強）につ い て 、
14C

年代灑定を行 っ た 。

堆積物 中の 全有機炭素で の
14C

年代は 、 木片で の 年代値に比 べ 最大 4
，
000 年程度の 差異が

観察された。 しか し、 これ らコ ア試料 で 重要な環境 指標で あ る岩相層序にお いて 、珪藻質

泥層 と粘土質シル ト層の 境界 層準の 年代値は 、 どち らの 材料の
且4C

年代値を採用 して も約

10
，
000−13

，
000BP とな り、 この 試料は最 終氷期か ら完新世 にか けて の堆積物 と考えて 間違

いな い 。 こ の ように、 フ ブス グル 湖はバ イカ ル湖と同様に 、 ユ
ー

ラ シ ア 大陸内陸部 の 気候

変動の記 録を堆積物 に留めて い る 。 そ して 今後 、 よ り長深度の コ ア堆積物 を掘 削し解析す

る こ と によ り、 フ ブス グル湖集水域の 第四紀環境変動史が解明 される こ とが期待 され る。

また 、 この よ うな成果 と既知の バ イカル 湖堆積記録と の 比較か ら 、
ユ

ー
ラ シア大陸 内陸部

で 大き な 面積 を占め るバ イ カル 湖集水域 で の 気候 ・環境変動お よび生 態系 との 相互作用 シ

ス テム の 詳細が 明 らか に され る で あろ う。
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i4C

 dating of  the sediment  from Lake Khubsugul, Mongolia
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8560, Japan
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 Institute of  Geology and  Paleontology, Tohoku  University, Aoba, Aramaki Sendai 980-8578,

Japan

 
4)
 Graduate School of Environmenta1 Studies, Nagoya University, Furo-cho, Chikusa, Nagoya

464-8601, Japan

 Abstract

 We  analyzed  AMS  
i`C

 dating of  the core  samples  (core name  Xl(B, XI04, XI06  and  Xlon: core

length 1.2-1.4m) recovered  from Lake Khubsugul in Mongolia, which  records  Quaternary
environmenta1  history in central  Eurasian. Analytical materials  were  two  pieces of  wood  fragment

and  total organic  carbon  (TOC) in the sediment  of  30 horizons. The  core  tops  have chronological

range  685-12,244 BP  in AMS  
'"C

 age  of  TOC,  and  the bottoms have about  23,OOO BP. From  these

results, we  estimated  that mean  sedimentation  ratio  of  Lake Khubsugul was  6.5cm/kyr.

 In this study,  we  also  tried litho-stratigraphical arialysis  of  the cores  with  AMS  
i`C

 ages  to

reconstruct  of  paleoenvironmenta1 history. The  recovered  cores  consist  of  Diatomaceaous mud

upper  section  and  calcareous  cleyey  silt lower section  in lithology, and  we  recognized  clear

boundaries between these  lithofacies in every  core.  These lithological changes  show  the history of

aquatic  productivity in Lake Khubsugul since the last 23,OOO BP, and  these boundaries was

estimated  about  1O,ooO-13,OOO BP  by the sedimentation  ratio. This age  is same  time of  beginning of

global climate  worrning,  and  this fact indicates that aquatic  productivity in Lake Khubsugul

sensitively  responded  to the global climatic  changes.
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